
■
物
語
設
定
は
平
家
物
語
か
ら

　
﹃
平
家
物
語
﹄の
一
章﹁
実
盛
最
期
﹂が
背
景

に
な
っ
て
い
ま
す
︒��
世
紀
末
︑篠
原
の
戦
い

で
︑平
家
方
の
斎
藤
別
当
実
盛
が
��
歳
の
老

体
な
が
ら
︑た
だ
一
騎
で
奮
戦
︑最
後
に
源
氏

方
の
手
塚
太
郎
光
盛
に
討
ち
取
ら
れ
る
場
面

が
語
ら
れ
ま
す
︒

　

そ
の
話
が
民
間
に
伝
わ
る
間
に
︑実
盛
が

討
た
れ
た
の
は
︑実
盛
が
乗
る
馬
が
稲
の
切

り
株
に
つ
ま
ず
い
た
か
ら
で
︑そ
れ
を
恨
ん
で

実
盛
は
稲
を
喰
ら
う
害
虫
の
ウ
ン
カ
に
な
っ

た
︑と
い
う
伝
承
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒そ
し

て
︑ウ
ン
カ
を﹁
さ
ね
も
り
虫
﹂と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
︒ち
な
み
に
︑田
主
丸
で
は
︑実

盛
自
身
が
稲
株
に
つ
ま
づ
い
た
︑と
い
う
話
に

な
っ
て
い
ま
す
︒

■
準
備
か
ら
当
日
の
祭
り
の
流
れ

◎
開
催
１
カ
月
前
：
人
形
作
り
と
馬
修
繕

　

２
体
の
人
形
は
︑祭
り
の
た
び
に
︑Ｊ
Ａ
に
じ
田

主
丸
地
区
青
年
部
が
５
日
程
度
で
新
し
く
作
り

ま
す
︒大
馬
は
第
１
回
か
ら
��
年
間
ず
っ
と
使
用

さ
れ
て
お
り
︑必
要
な
部
分
だ
け
修
繕
し
ま
す
︒

◎
２
週
間
前
：
小
屋
入
り

　

練
習
を
目
前
に
し
た
決
起
大
会
で
す
︒Ｊ
Ａ
幹

部
や
歴
代
の
青
年
部
長
な
ど
を
招
待
し
て
︑一
同

で
士
気
を
高
め
ま
す
︒

◎
��
日
前
：
練
習
開
始

　

開
催
前
日
ま
で
平
日
の
��
日
間
︑Ｊ
Ａ
に
じ
田

主
丸
野
菜
集
荷
場
で
朝
６
時
か
ら
７
時
過
ぎ
ま
で

行
わ
れ
ま
す
︒期
間
の
前
半
は
人
形
の
練
習
︑後
半

は
大
馬
も
入
っ
て
の
総
合
練
習
と
な
り
ま
す
︒

◎
前
日
：
川
の
会
場
整
備

　

最
後
の
朝
練
習
で
衣
装
が
配
布
さ
れ
ま
す
︒終

了
後
︑巨
瀬
川
の
川
底
を
整
地
清
掃
︑川
の
中
に

竹
柵
を
設
営
し
ま
す
︒南
側
の
川
岸
に
は
︑業
者
の

方
が
ひ
な
壇
式
の
観
客
席
を
設
営
し
ま
す
︒

◎
当
日
の
朝
：
田
主
丸
天
満
宮
で
お
祓
い

　

朝
６
時
過
ぎ
に
は
野
菜
集
荷
場
に
参
加
者
が

集
ま
り
始
め
︑７
時
に
全
体
朝
礼
︒田
主
丸
天
満

宮
に
移
動
し
て
︑７
時
半
か
ら
神
事
と
お
祓
い
︑引

き
続
き
境
内
で
出
陣
式
を
行
い
ま
す
︒

◎
当
日
の
午
前
：
耳
納
の
里
や
田
主
丸
駅

　

８
時
半
か
ら
正
午
ま
で
車
移
動
し
な
が
ら
︑

町
内
の
福
祉
施
設
や
保
育
施
設
を
回
り
ま
す
︒

途
中
︑��
時
半
前
後
に﹁
耳
納
の
里
﹂に
寄
り
ま

す
︒前
回
の
令
和
４
年
は
︑正
午
過
ぎ
に
Ｊ
Ｒ

久
大
本
線
田
主
丸
駅
に
到
着
す
る
観
光
列
車

﹃
或
る
列
車
﹄を
迎
え
︑駅
前
広
場
で
演
技
し
ま

し
た
︒

��

◎
当
日
の
昼
休
み

　
Ａ
コ
ー
プ
田
主
丸
店
に
隣
接
す
る
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
昼
食
で
す
︒

◎
当
日
の
昼
間
：
町
中
を
練
り
歩
き

　

午
後
２
時
︑人
形
２
体
は
Ａ
コ
ー
プ

田
主
丸
店
か
ら
歩
き
出
し
︑板
町
交
差

点
で
二
手
に
分
か
れ
︑実
盛
が
田
主
丸

中
央
商
店
街
の
西
半
分
を
進
み
ま
す
︒

中
ほ
ど
で
両
人
形
が
出
合
う
と
︑今
度

は
手
塚
が
東
半
分
を
進
み
ま
す
︒

　

午
後
３
時
前
︑月
読
神
社
で
再
び
人

形
は
出
合
い
ま
す
︒ト
ラ
ッ
ク
移
動
で

待
機
し
て
い
た
大
馬
も
混
ざ
っ
て
合
戦

を
行
い
ま
す
︒そ
の
後
︑手
塚
は
国
道

２
１
０
号
線
を
︑実
盛
は
雲
雀
川︵
ひ

ば
り
が
わ
︶沿
い
を
西
進
︑豊
城︵
と
よ

き
︶交
差
点
ま
で
練
り
歩
い
て
昼
の
部

は
終
了
︒一
行
は
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
戻

り
休
憩
し
ま
す
︒

◎
当
日
の
夜
：
川
の
中
で
大
合
戦

 

会
場
は
︑国
道
２
１
０
号
線
東
町
交

差
点
の
南
側
す
ぐ
の
中
央
橋
︑そ
の
東

側
で
す
︒午
後
６
時
か
ら
約
１
時
間
︑

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
︒

◎
終
了
解
散
・
各
支
部
で
打
上
げ

　

午
後
７
時
半
に
集
合
場
所
の
野
菜

集
荷
場
に
戻
り
︑ま
と
め
の
挨
拶
で
祭

り
は
終
了
し
ま
す
︒参
加
者
は
各
支
部

で
打
上
げ
と
な
り
︑祭
り
の
成
功
を
祝

い
ま
す
︒

※
紹
介
し
た
日
時
は
目
安
で
す
。

※
表
紙
・２
〜
５
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、令
和
元

（
２
０
１
９
）年
第
15
回
・
令
和
４（
２
０
２

２
）年
第
16
回
。


